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平成 30 年第 4回富良野市教育委員会定例会 

開催年月日  平成 30 年 7 月 17 日（火） 午後 4時 00 分開会 

開 催 場 所  富良野図書館 3 階教育委員会室 

出 席 委 員  

教育長  近 内 栄 一 

教育長職務代理者  宮 本 鎮 栄 

委 員  吉 田 幸 男 

委 員  津 山 正 樹 

委 員  菅 野 義 則 

欠 席 委 員 なし 

説明のために 

出席した者の 

職氏名 

教 育 部 長  亀 渕 雅 彦 

学校教育課長  佐 藤 清 理 

学校教育課管理係長  石 坂 征 和 

議 事 日 程  
教育長事務報告 

日程第 1 会期の決定について 

会議録署名委員

の氏名 

委員長は、会議録署名委員に次の委員を指名した。 

 吉 田 幸 男 委員  

傍 聴 人 なし 

 

議事の経過 

開会 午後４時００分 

近内教育長 

 

 

 

亀渕教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

近内教育長 

只今より平成 30 年第 4回富良野市教育委員会定例会を開会いたします。 

会議録署名委員には、吉田委員にお願いいたします。 

次に、教育長事務報告をお願いします。 

 

平成 30 年 6 月 27 日から平成 30 年 7 月 16 日までの事務報告をいたします。お手

元の資料に基づき、主だったものについてご説明いたします。 

6 月 28 日、文化会館にて中高連絡協議会 2校合同説明会、6月 30 日、あおぞら保

育所運動会、7 月 5 日、東山支所にて樹海地区教育懇話会、7 月 10 日、旭川市に

おいて上川管内教育委員会連合会教育長部会、7 月 12 日、高校再編調査を名寄市

において行っております。 

以上です。 

 

只今の教育長事務報告について、何点か補足説明をさせていただきます。 
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6 月 28 日の中高連絡協議会 2 校合同説明会では、市内の高校教育の環境確保と市

内の高校進学率の向上をめざして、例年富良野高校と緑峰高校の学校説明会を行

っています。例年より保護者の人数が多く人数は把握していませんが、会場が満席

の状態でした。今年は特に南富良野高校の学校紹介があり、上富良野高校も地区内

の高校ということで、パンフレットの配布も行いました。私からは市内の高校教育

の環境を確保する観点から富良野高校の進学のための支援や緑峰高校の高い求人

率の確保を保護者に向けて、進路決定では地元の高校に進んでほしい旨を伝えま

した。 

6 月 30 日のあおぞら保育所の運動会では、今年も 14,5 名ぐらいの園児の参加で、

小規模ながら地域や保護者の参加においてなごやかな運動会が開催されました。

今後、園児数が減少し 12名まで減ることになり、保護者も 1桁となりお手伝い等

の参加が厳しくなり、保育所単独での開催が困難となる。来年度に向けて保育所の

父母の会、麓郷小通学校のＰＴＡの両者で来年は合同でできないかという話し合

いを始める予定と聞いています。 

7 月 5日の樹海地区教育懇話会では、もともとコミュニテイ・スクールの活動その

ものを続けており、昨年も上川教育局の義務教育指導監が現地で説明を受け、管内

のモデル的取り組みであるという評価を受けています。今年の 5 月に樹海中学校

が小規模化する中で、小中併置化を検討する統廃合検討委員会が設置されたと教

育懇話会の中で報告がありました。市教委としても適正規模・適正配置の指針でも

示されている樹海小中学校の併置化の検討の後押しを進めて行きたいと伝えまし

た。 

7 月 10 日の上川管内教育委員会連合会教育長部会では、主な議題として中学校が

小規模化して、少子化により生徒数が減り中体連の大会を整理統合せざる負えな

いこととなり、各種競技大会開催にあたって開催経費について開催地負担を関連

としてそれぞれの市町村が負担している話が教育長部会の行財政検討委員長から

あり、富良野市としては考えなければならないのは、スキーのアルペン競技が開催

できる市町村が限られており、限定的な開催地となることとなり、地元負担が大き

くなることについては、負担の在り方について再検討の必要があるという意見を

述べています。 

7 月 12 日の高校再編調査ということで名寄市教育委員会へ訪問し、内容としては

富良野と似ている状態で、名寄高校と名寄産業高校の中卒者が減少し、それぞれ 4

間口ありますが、確保が困難な状態で市内の行政、産業界、農協、高校関係者など

の参加による高等学校の在り方検討会議を平成 27 年に設置して、5 年先を見越し

たなかで両高校とも体力のあるうちに再編統合を進めるべきという方向をまとめ 

今年 3 月に道教委へ意見書を提出したということを聞きました。本市も類似した

状況であるため、先行事例の取り組み内容として調査してきました。名寄市の考え

方としては、2校を体力のあるうちに 1つに統合して、使わなくなった校舎を地域

振興としてどのように活用できるかを合わせて道教委と協議するということでし
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近内教育長 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近内教育長 

 

 

 

た。今後の高校の在り方と施設の利活用を含め参考となり、富良野地域でも高校の

再編を考えていく必要があると考えます。 

以上です。 

 

このことにつきまして何かご質問、ご意見等ございませんか。 

 

 

《各委員より「なし」の声あり》 

 

 

なければ、次に進みます。 

これより 議題に入ります。 

日程第一 会期の決定についてお諮り致します。 

会期については、本日一日と致したいと存じますが、これにご異議ございません

か。 

 

 

《各委員より「異議なし」の声あり》 

 

 

ご異議なしと認めます。よって、只今お諮りのとおり決しました。 

以上で、本日の議事はすべて終了致しました。 

これをもって平成 30 年第 4回富良野市教育委員会定例会を閉会いたします。 

 

 

閉会 午後４時０９分 

 

 

 


